



















調査期間　第 1次調査　平成 27年 3月 12日～23日、3月 27日～31日















































































































































































































































































































































　T1 X= −131889.046 m　Y=14885.611 m
　　　　標高 67.765 m
　T2 X= −131860.115 m　Y=14925.241
　　　標高 66.968 m
注 この成果は 2012年 2月 27日に観測したものである。東日本大震災前、平成 20年
6月 14日発生岩手宮城内陸地震後のデータと比較すると X軸で、1.29 m南に、Y
軸で 2.875 m東に移動しており、東日本大震災と岩手宮城内陸地震のいずれよりも






















































































































































































層色 粘性 しまり 粒度 備考
① Hue 7.5YR 黒褐3/2 弱い 弱い なし 表土
② Hue 7.5YR 明褐5/8 ややあり 弱い なし 墳丘形成土
③ Hue 7.5YR 褐4/4 やや強い 弱い 粘土 墳丘形成土
④ Hue 7.5YR 褐4/6 強い 強い 粘土 墳丘形成土
⑤ Hue 10YR 黄褐5/8 やや強い やや強い 粘土 墳丘形成土
⑥ Hue 10YR 褐4/6 やや強い やや弱い 粘土 墳丘形成土
1号墳a区南壁
層色 粘性 しまり 粒度 備考
① Hue 10YR 黒褐2/3 弱い 中 シルト 表土
② Hue 10YR 褐4/6 弱い 中 シルト 墳丘形成土
③ Hue 7.5YR 明褐5/6 弱い 中 シルト 墳丘形成土
④ Hue 10YR 黄褐5/6 弱い 中 シルト 墳丘形成土
⑤ Hue 10YR 黄褐4/4 弱い 中 シルト 2.5YR 4/1黄灰極小粒、2％混入
⑥ Hue 2.5YR オリーブ褐4/6 弱い 中 シルト 墳丘形成土
⑦ Hue 7.5YR 明褐5/6 弱い 中 シルト 墳丘形成土
⑧ Hue 10YRにぶい黄褐 5/4 弱い 中 シルト 墳丘形成土
ｄ区西・南壁断面図
層色 粘性 しまり 粒度 備考
① Hue 10YR 黒褐3/2 弱 中 シルト 表土
② Hue 10YR 黄褐6/5 弱 中 やや粘質なシルト 墳丘形成土
③ Hue 10YR 暗褐3/3 弱 中 シルト 墳丘形成土
④ Hue 10YR　黒2/1 やや強 中 やや粘質なシルト 旧表土
⑤ Hue 10YR 褐4/6 やや強 中 粘土 墳丘形成土
⑥ Hue 7.5YR 明褐5/6 強 中 粘土 墳丘形成土
⑦ Hue 10YR  黄褐5/8 やや強 中 やや粘質なシルト 墳丘形成土
⑧ Hue 7.5YR 明褐5/8 やや強 中 やや粘質なシルト 墳丘形成土
⑨ Hue 10YR 黄褐5/6 弱 中 やや粘質なシルト 墳丘形成土










































































































































































































































































































































































































































































































































層位 粘性 しまり 粒度
① Hue10YR　黒褐 ２/３ 弱 弱 シルト
② Hue10YR　極暗褐　 ２/３ 弱 弱 シルト
③ Hue10YR　にぶい黄橙 ６/３ 弱 弱 シルト
④ Hue10YR　黄橙 ５/６ 弱 弱 シルト
⑤ Hue10YR　褐　　　　　 ４/６ 弱 弱 シルト
⑥ Hue10YR　黄褐　　　　　 ５/８ 弱 弱 シルト
⑦ Hue7.5YR  褐 ４/６ 弱 弱 シルト
⑧ Hue10YR　褐 ４/６ 弱 弱 シルト
⑨ Hue10YR　黄褐 ５/６ 弱 弱 シルト
⑩ Hue10YR　褐 ４/４ 弱 弱 シルト
⑪ Hue10YR　黄褐 ５/８ 弱 弱 シルト
⑫ Hue10YR　褐 ４/４ 弱 弱 シルト
⑬ Hue10YR　褐 ４/６ 弱 弱 シルト
⑭ Hue10YR　暗褐 ３/４ 弱 弱 シルト
⑮ Hue10YR　黄褐 ５/６ 弱 弱 シルト
⑯ Hue10YR　にぶい黄褐 ４/３ 弱 弱 シルト
⑰ Hue10YR　にぶい黄褐 ６/４ 弱 弱 シルト
南北セクション北壁
層位 粘性 しまり 粒度
① Hue10YR　黒褐２/３ 弱 弱 シルト
② Hue10YR　極暗褐　２/３ 弱 弱 シルト
③ Hue10YR　褐４/４ 弱 弱 シルト
④ Hue10YR　褐４/６ 弱 弱 シルト
⑤ Hue10YR　暗褐３/４ 弱 弱 シルト
⑥ Hue7.5YR  褐４/６ 弱 弱 シルト
⑦ Hue10YR　褐４/６ 弱 弱 シルト
⑧ Hue10YR　黄褐５/６ 弱 弱 シルト
⑨ Hue10YR　褐４/４ 弱 弱 シルト























































































































土層 粘性 しまり 粒度 備考
① Hue7.5YR　2/3極暗褐 弱 弱 シルト 表土
② Hue7.5YR　5/8明褐 弱 弱 シルト 単色・均質(ブロック)
③ Hue10YR   5/6黄褐 弱 弱 シルト 墳丘形成土
④ Hue10YR　4/6褐 弱 弱 シルト 粘性あり
⑤ Hue10YR　4/6褐 弱 弱 シルト ④と比べ粘性なし
⑥ Hue10YR　4/4褐 弱 弱 シルト
⑦ Hue5YR　　5/8明赤褐 中 中 シルト 地山
⑧ Hue10YR　 4/6褐 弱 弱 シルト ピット埋土
⑨ Hue10YR　 5/6黄褐 弱 弱 シルト ピット埋土
⑩ Hue10YR   5/6黄褐 弱 弱 シルト ⑨よりしまりが強い(粘土ブロック)
⑪ Hue10YR   5/8黄褐 弱 弱 シルト ピット埋土
⑫ Hue10YR   4/6褐 弱 弱 シルト ピット埋土
⑬ Hue10YR   5/8黄褐 弱 弱 シルト
⑭ Hue10YR   5/6黄褐 弱 弱 シルト ➂より粘性がやや強い



















2015年から 2016年の 2年間にわたって青雲神社東側の丘陵上に分布する 3基の墳丘の
調査を実施した。調査を開始するときは、これらは県指定史跡鳥矢ケ崎古墳群と同じ終末
期古墳群の一部で、鳥矢ケ崎古墳群の分布がこの場所まで広がっているのではないかと考
えていた。しかし、調査の結果墳丘は古代のものだという確証は得られなかった。
一方、これらの墳丘には古墳とは違う歴史的な意味があることが判明した。
1号塚では墳丘が経塚として利用されていることが分かった。残念ながら後世に攪乱さ
れているため、埋納されたはずの写経されたお経やその容器は本来の姿では発見されな
かったが、墳丘上にお経を入れる容器として利用された壺の破片が発見された。八重樫忠
郎氏のご教示により、この壺は渥美焼であることが分かった。渥美焼の壺は奥州平泉でし
ばしば経塚でお経をいれる容器として使われていることが知られている。渥美焼の年代は
12世紀後半、藤原秀衡の時代にあたる。この渥美焼の壺は源頼朝が奥州平泉を攻める直
前の時代に、この鳥矢ケ崎の地が奥州平泉の文化を持っていた、ひいては平泉の勢力と関
係を結んでいたことを示す大変重要な資料である。この経塚を作るときに中国宋代に鋳造
された銭「紹聖元寶」が埋められていることも新しい発見で、経塚を考える上で重要な材
料を提供するものだと思われる。
2号塚は、調査前には 1号と同様の経塚の可能性が考えられていたが、調査の結果経塚
として使われた証拠はなかった。墳丘の上面から小型の穴が掘りこまれていることがわ
かった。おそらく墓として使われたのではないかと考えられる。墳丘上から「永楽通宝」
が発見された。「永楽通宝」は室町時代から江戸時代初期に多く使われたが、江戸時代の
初期には使用が禁じられた銭貨である。実際には江戸時代にも使われてはいるが、ここで
は最も多く使われた室町時代を考えておきたい。2号塚は室町時代またはそれ以前の時期
と考えられる。
3号塚は新たに発見されたものである。調査の結果、2号塚と同様に墳頂から穴が掘ら
れていることが分かった。2号塚ときわめて良く似ているので、2号塚と同じく室町時代
またはそれ以前と考えておきたい。
以上述べてきたように青雲神社東側の丘陵部分には 3基の塚が確認された。うち 1号塚
は経塚として利用されているが、本来は中央部に長方形の穴が掘られた塚であったと考え
られる。2、3号塚も中央に長方形状の穴が掘られた塚で、築造の時期等の詳細は知り得
ない。その性格も決めがたいが古代、中世の墳墓である可能性も考えておきたい。
ところで、青雲神社西側には 2基の板碑がある。佐藤信行氏、佐々木繁喜氏によって紹
介され、14世紀から 15世紀頃と考えられている（佐藤、佐々木　2011）。また、青雲神
社の東西には南から北に伸びる丘陵がある。東側の丘陵には今回の調査で 3基の塚がある
ことが判明した。時期は確定できないが、墓であるかどうかは別にして、古代、中世の信
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仰に関わる遺構である可能性は高い。一方、西側丘陵上には、三つの塚が連なって築かれ
ている。これらも東の丘陵上の 3基と近い性質の塚である可能性は高いと思われる。また、
東西の丘陵の間には南側の湧水地点から流れ出る水をたたえた池が南北に二つ連なってお
り、池の周囲には平場も観察される。
このような状況を総合すると、青雲神社周囲は古代中世から現代にいたるまで、長い時
間にわたって信仰の場所として機能していた可能性が高い。また、池の存在も合わせ考え
ると、浄土庭園が存在した可能性もあながち否定はできないように思われる。
2年間の調査の結果、青雲神社東側の丘陵上は古代末から室町時代にかけて、地域の人々
に神聖な信仰の場所として使われていたことが判明した。青雲神社周囲に残る塚群、板碑
等も含む総合的な検討により、この地の信仰の姿が解明されることを期待している。
引　用　文　献
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